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令
和
を
迎
え
平
成
に
謝
す 

 終
戦
の
年
に
生
ま
れ
た
私
は
十
二
月
に
七
十
四
歳
に
な

り
ま
す
。
学
業
と
、
大
本
山
總
持
寺
、
大
雄
山
最
乗
寺
の
修

行
道
場
で
の
十
二
年
間
を
終
え
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
に
前

の
住
職
地
光
明
院
に
帰
山
し
ま
し
た
。
大
雄
山
で
は
そ
の
年

の
冬
、
雪
が
十
七
回
も
降
り
う
ん
ざ
り
し
て
い
ま
し
た
。
夏

沼
津
に
帰
り
先
ず
エ
ア
コ
ン
を
買
い
ま
し
た
。
沼
津
は
猛
暑

で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。 

あ
れ
か
ら
三
十
五
年
。
光
明
院
を
再
建
し
、
結
婚
、
四
人

の
子
供
に
恵
ま
れ
、
現
在
、
修
行
を
終
え
た
長
男
が
手
伝
い
、

次
男
は
東
京
の
寺
院
に
勤
務
修
行
中
で
す
。
三
男
四
男
は
大

学
生
で
す
。 

境
内
が
狭
い
た
め
、
縁
が
あ
り
沼
津
新
八
景
と
い
わ
れ
る

門
池
の
地
に
引
っ
越
し
て
、
は
や
十
八
年
た
ち
ま
し
た
。 

地
名
が
「
字
三
明
寺
」
で
あ
り
、
調
べ
て
み
る
と
、
千
年

前
真
言
宗
の
寺
院
が
あ
り
、
深
い
因
縁
を
感
じ
る
と
と
も
に

三
明
寺
復
興
再
建
と
な
っ
た
次
第
で
す
。 

数
年
し
て
技
能
五
輪
世
界
大
会
が
門
池
を
中
心
に
開
催

さ
れ
、
周
り
の
環
境
が
一
変
し
た
の
も
幸
運
で
し
た
。
そ
の

後
、
伊
豆
縦
貫
道
、
新
東
名
が
で
き
、
益
々
便
利
に
な
り
ま

し
た
。 

  

当
初
、
墓
地
が
無
か
っ
た
た
め
、
墓
地
造
成
を
し
、
四
か

所
の
霊
園
墓
地
を
多
く
の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。 

無
住
の
寺
に
入
っ
て
か
ら
、
皆
様
方
の
多
大
な
る
ご
支
援

を
頂
戴
し
た
お
蔭
で
本
堂
、
客
殿
、
庫
裏
、
書
院
を
同
時
に

建
立
で
き
ま
し
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て
も
、
奇
跡
的
な
で
き

ご
と
で
し
た
。 

多
額
の
借
金
を
抱
え
最
初
は
ど
う
な
る
の
か
皆
目
見
当

も
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
は
隣
地
を
譲
っ
て
い
た
だ
い

た
り
、
ご
寄
付
い
た
だ
き
、
お
寺
の
行
事
の
あ
る
時
に
は
駐

車
場
等
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。 

平
成
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
無
住
の
無
檀
無
禄
か
ら

は
じ
ま
り
、
寺
の
拡
充
と
寺
門
の
発
展
の
途
上
に
あ
る
時
期

で
大
変
で
し
た
が
、
充
実
し
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

世
間
で
は
バ
ブ
ル
が
は
じ
け
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
長

い
間
経
済
が
低
迷
し
た
時
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
あ

ま
り
影
響
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
皆
様
が
特
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
お
陰
だ
と
心
よ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

変
わ
り
目
の
早
い
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
令
和
時
代
を
迎

え
、
今
後
と
も
ご
縁
あ
る
方
々
の
絶
大
な
る
ご
指
導
ご
協
力

ご
援
助
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、

増
々
慕
わ
れ
る
お
寺
を
め
ざ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 
合
掌 

 
 

お盆号 

第 123 日回じぞう寄席 5/26 

立川寸志さん 春風亭正太郎さん  今後の活躍が楽しみな二つ目二人会  
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【
檀
信
徒
行
事
】 

七
月 

○
道
了
講 

 
 

2
日 

○
檀
信
徒
・
ペ
ッ
ト
新
盆
供
養
祭 

7
日 

○
お
棚
経 

 
 

12
日
～
15
日 

○
七
月
盆
供
養 

 
 

15
日 

○
地
蔵
講 

 
 

16
日 

○
辻
家
・
三
田
家
ご
法
事 

 

20
日 

○
長
妻
家
ご
法
事 

 
 

21
日 

○
鈴
木
家
・
伊
藤
家
ご
法
事 

 

27
日 

 

八
月 

 
 

○
吉
田
家
ご
法
事 

 
 

4
日 

○
道
了
講 

 
 

6
日 

○
見
原
家
ご
法
事 

 
 

11
日 

○
八
月
盆
供
養 

 
 

12
日 

○
お
棚
経 

 
 

13
・
14
日 

○
稲
葉
家
ご
法
事 

 
 

17
日 

○
地
蔵
盆
施
食
会
大
祭 

 

18
日 

○
齋
藤
家
ご
法
事 

 
 

24
日 

○
じ
ぞ
う
寄
席
（
124
回
） 

 

25
日 

               

九
月 

○
道
了
講 

 
 

3
日 

○
地
蔵
講
・
や
す
ら
ぎ
大
学 

 

17
日 

○
檀
信
徒
・
ペ
ッ
ト
彼
岸
供
養
会 

22
日 

○
佐
藤
家
・
萩
原
家
ご
法
事 

 

29
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か 

○
講
話 

第
３
火
曜
日 

 

13
時
半 

○
坐
禅 

第
２
月
曜
日 
 

19
時
半 

○
写
経 

第
３
月
曜
日 

 

10
時 

○
読
経 

第
１･

３
火
曜
日 

 

10
時 

○
御
詠
歌
第
１･

３
火
曜
日 

 

11
時 

○
坐
禅 

毎
週
日
曜
日 

 

6
時 

○
写
経 

毎
週
土
曜
日 

 

6
時 

 

【
住
職･

寺
族
行
持
】 

七
月 

○
沼
津
仏
教
会
無
縁
仏
供
養 

 

5
日 

○
霊
山
寺
施
食
会 

 
 

15
日 

○
興
福
寺
施
食
会 

 
 

16
日 

○
保
護
司
研
修
会 

 
 

25
日 

               

八
月 

○
桃
源
院･

龍
音
寺･

慈
雲
院
施
食
会 

2
日 

〇
興
隆
寺
施
食
会 

 
 

5
日 

○
大
通
寺
施
食
会 

 
 

7
日 

○
藤
泉
院
施
食
会 

 
 

11
日 

九
月 

○
大
泉
寺
施
食
会 

 
 

23
日 

 

【
お
知
ら
せ
】 

□
住
職
ラ
ジ
オ
法
話 

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

月
曜
～
金
曜
7
時
15
分 

 □
酒
か
す
地
蔵
菩
薩
大
祭
と
施
食
会
に
つ
い
て 

｜
お
塔
婆
供
養
・
万
燈
供
養
｜ 

お
地
蔵
様
は
六
道
（
地
獄･

餓
鬼･

畜
生･

修
羅･

人
間･

天

上
）
を
お
救
い
下
さ
る
仏
様
で
す
。
ご
先
祖
様
の
供
養
を

致
し
ま
し
ょ
う 

大
好
評
千
人
な
べ
は
パ
エ
リ
ア
で
す 

 【
後
記
】 

今
回
の
ち
び
た
け
く
ん
は
「
地
獄
と
極
楽
の
長
い
箸
」
の

お
話
か
ら
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
食
事
の
お
話
で
す

が
、
社
会
の
こ
と
、
自
身
の
心
の
こ
と
と
捉
え
て
み
る
と
、

現
世
を
生
き
る
我
々
の
参
考
に
な
り
ま
す
ね 

私
は
地
獄
と
極
楽
を
行
き
来
し
て
い
ま
す
（
H
） 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

令
和
元
年
七
月
一
日 

第
七
十
一
号 

発 

行
（
宗
）
曹
洞
宗 

剛
嶽
山
三
明
禅
寺 

編 

集 
 
 

大 
 

嶽 
 

正 
 

泰 

住 

所 

沼
津
市
大
岡
三
明
寺
四
○
五
一 

電 

話  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ  http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル  info@sanmyouji.com
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保護司会の皆さんと 

門池公は桜の名所です 

宗務所婦人会総会 4/23 

会員 誓い合いのことばを奉じました 

やすらぎ大学  随時聴講できます 

 

6月 大聖寺上村貞嘉 老師師 

  

4月 デザインエンジニア ラジティックさん 5月 井出大泉寺 小島捷亮 老師 

沼津市仏教婦人会 

11月 1日 県仏婦 沼津大会があります 

曹洞宗婦人会東海管区研修会 6/17-18 於伊東 

帰りに世界遺産韮山反射炉見学 

ブータン僧侶 ラジティックさん師匠 

 

落語会世話人さんと噺家を囲んで 婦人部で熱海に 
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可睡斎 梅花のつどい 4/1-2 

春彼岸会 3/21 

ご先祖様の供養、ペットの供養 

 
みごとな雛飾りでした 

 

 

本尊様に献詠します 

 


